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論文要旨

対ii!ll1i在なとの系の応答や既知情報に基づいて，未知な入力や物性fluまたは構造ミ?を

雌定するIIJJ組や， 要求イ上械を実現するような形状や境界条件を決定する問題は逆Ilij起

と呼ばれ， 非破壊検1t. ンステム!日l定， 材料定数|日l定， 設計1胆問目町i世題lなとど暑広い分F野fに|問附E則1;迅[ l 

したヨ豆ì~袈2 な f課且題である 近年'極々の1:問l日川!月1:組週を逆j:問!日町i月1題としてとらえ，百計十1幻7力学的乎法を

援川してH解干引i決夫しようとする7プロ一チが数多くなされている こ σのコ -I'~行i

l展展し尖IJ川n段階にある数f他也角解平析手法や，向精度で大祉のデータ収集が口[能となった;ihJll
技術へのJYI待が挙げられる

逆問題は未知filを規定するために適切なiitの有効な十Ji報が与 えられていなかったり，

与えられる情報に合まれる誤差により，伴られる紡*が大きく彩仰を受ける図雄点、を

有する不適切なj:日組である したがって，なんらかの適切化を行って解の安定制やも

頼性をおめることが必須となる.各般の適切化を川いた逆解析手法が提案されてい ξ

が，現時市では側々の1111閣に対して適JJJJJ法を検討し対処しているのが現状である.

逆問題解析においては，対象を数J.mモデルとして扱い，未知宏に|則する述立方科式を
測定flEZ?を条例として解く手法や，境界'l!!1i法やイI町，'J'，!止、法な どにより解析した訂~

結果と出IliE他との差を最小にするように解を求める手法が採用されることが多く，霊

値解析手法の適用方法を検討する必要がある また，逆解析手法の研究には実際の7

ータを川いた検討もm:~であるが， 条件設定の困難さ やコストの IÚÎから可能な項目 l

は限界がある このため，種々の検討はコンピュータ上の数値シミュレーションを百

mすることが効果的である.数値ン ミュ レーシヨンでは境界条件や物性値，領成]引
などの実験条件が容易に設定可能である さらに，不適切性に関連してill要となる千

種の誤荘に対する検討が行える

本研究では，上述の背景を念頭にmき，逆|問題解析の数値シミュレーション技術4
確立することを目標とした.逆問題解析は対象とする分野が広大であるため，ここ T



，V 論文要旨

応用分野がIよく'k川仁重要なものに .v.~}，\ を絞った.研究u 際に対して以下の内容に

いて併'先を進めた 本論文では，まず研究の11(f1と背景について第lZEで説明L，

|川題の定義と逆問題解析の特徴およひ'JJJ.状について述べる 第2市では本研究で対

とする動弾性I/U題とJI'定7;3熱伝導InJ組における逆HlH直について.un組の設定と実川
の1，i5111分野についてまとめる.

前3T;fでは，J七役勾配法と境界3EAE法を月]いた逆解析手法と， tiJ長カ Jレマンフィル

アルゴリズムと境界要素法を川いた逆解析子訟のごつについて説明する.逆11112互に

ρてm~な迎切化に附述して，本研究で採川した未 ~IIパラメータの附数近似法と，

Hiの Ir~扱い }j法について述べる.複数実験により↑I'ÍJ慨を補う手法や樹立を!日いて

りJな:的械を選択する手法および泣1"((17)レゴリズムによる逆解析手法について述べ

そして， mリ~ij!ii性 un題と JI'定常熱伝導|川題の境界要点解析法について述べる

1141Fからt!¥6市には，逆解析手法を例題に適111した数値シ ミュレーション結保をフ]，

第4";;1:.では，欠陥!日l定逆11112立の解析を行い， 'jiー欠陥やき裂のJliJ定結果，逃伝o'1

bゴリズムを111いた逆解析による佐数欠陥の同定品124を示す また，情報の付加手

Fある7)レチlJn振法の適!日結果と有効性，および感度を!lJいた情報選択手法のイH!J
E 示 L，ぷZー による;~~~:干の検討結*も示す 自1\51~で 1;1，境界値F・17と逆問題として ，

単位111]題における未知変位分布やぷIfIT}J分布の同定結果と， '1'，仁 'ji~'?副主坊において

平i二のよ泊l温度分布や軌IL;達準分布の]tiJiじを行った紡*を示している さらに 1止

止川IIlJ姐への適用例として，手l'定'JR温度坊における温度境界航設計の例題を解析し

出来を述べる 苛567;tでは， ilijJ州恒逆解析による似性体の材料定数の|日J，主や，弛伝

E解析によりぬj主場の軌物性f，liを[Iili.とする物刊Ir!iI，;J定逆IHl組の解析結*を示す

百71;Eでは l草川越解析 1-の諸|1111厄と官iB占について論じる rti4泣から第6'i;iに示

二逆解析の数flliシミュレーション結J止について考聖書し，逆解析 1:，の問題白を指摘す

:ともに，イiがJな解析結米を仰るうえでの官IC〈1lE11を整脱する ここでは，逆解析

Eにおける適切化の解釈を号え，未知;止に対する情報の感度と1'I'j報選択のイ1効旬，

fiHfとのl聞係について考務を加える.さらに， iJ!lI定説法の影響に|則してJ5察する

ー，モデリングの問題を1盟国1し遺伝的アルゴリズムを111いた逆解析手法の有効セlと

IJについて述べる それにl則辿して，初mJ仮定iIliの問題と収束判定について与察す

情報のt'lゃi止などの検討にl剖巡して，J品迎化手法ーに よる逆解析下世、と 7イJレタEll

-よる逆解析手法の二つを比較しそれらの特徴についてまとめる.先立f去に第81;1に

hて，研究の概要と伴られた知弘をまとめ，結論および今後の展虫について述べる

、研究では，従来した逆解析手法と適用 l二の工夫を組み込んだ一連の逆解析プログ

。を完成し，数多くの逆111J題解析を行って得られた結果について考察した その結

研究目僚を達成することができたと考えられる
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